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第 66 回 美都地域協議会  議事録 

開 催 日 時 平成 29 年 3 月 24 日（金）・午後 2 時 00 分～午後 3 時 25 分 

開 催 場 所 美都総合支所 第１会議室 

委員出席状況 委員総数 10 名 出席委員数 5 名 

会議録署名委員 梅津富美子 委員・小川美知子 委員 

   

 
【報告事項】 

・平成 29年度美都総合支所予算について    ・・・（資料 1） 

・支所のあり方について（ご意見）       ・・・（資料 2） 

 

  〔地域づくり推進課〕 

   ・地域づくりコーディネーター活動報告      ・・・（資料 3）    

        

 

 

             

 

協
議
会
組
織
構
成
員 

氏    名 出欠 氏    名 出欠 

会 長 大 石 康 人 出 委 員 杉 島 逸 朗  欠 

委 員 潮     榮 欠 委 員 田 中   綾 欠 

委 員 梅 津 富美子 出 委 員 田 中   宜  欠 

委 員 小 川 美知子 出 委 員 土 佐 則 幸 出 

委 員 木 原 元 和  欠 委 員 広 兼 重 継 出 

地区振興 

センター 

東仙道 野 村 達 也  都 茂 河 野 敏 弘   

二 川 小 原 美智子    
 

事 

務 

局 

支所長 加 藤 浩 司  住民福祉課 

課  長 
吉 野 聡 子  

地域づくり推進課 

課  長 梅 津 明 則  建 設 課 

課  長 
松 崎   徹  

住民福祉課 

課長補佐 
坂 本 大 学  
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第 66回 美都地域協議会 会議次第 

 

日時：平成 29年 3月 24日（金） 

                                   午後 2時 00分～ 

場所：美都総合支所 2階 第一会議室 

 

 

 

1. 開  会   

 

       

2. 会長あいさつ  

 

 

3. 支所長あいさつ 

     

 

4. 議  事     

   

【報告事項】 

・平成 29年度美都総合支所予算について       ・・・（資料 1） 

  ・支所のあり方について（ご意見）         ・・・（資料 2） 

 

   〔地域づくり推進課〕 

     ・地域づくりコーディネーター活動報告       ・・・（資料 3）    

        

 

5. そ の 他  

  

 

 

6. 閉  会  

                                                 

 

次回開催 平成 29 年  月  日（  ）  時  分   於：           
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次    第 内       容 

1. 開  会 

 

 

 

2.会長あいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．支所長あいさつ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.議  事 

【報告事項】 

・平成 29年度美都総合

支所予算について 

 

 

 

（事務局）改めましてこんにちは。お忙しい中お集まりいただきましてありがとうござ

います。今年度最後となりましたが第 66回の美都地域協議会を開催させていただ

きます。それでは最初に会長さんのほうからご挨拶をお願いします。 

 

（会長）みなさんこんにちは。年度末で大変お忙しいところお集まりいただきまして

ありがとうございます。お見かけのように前回からお休みの方が多く、大変申し訳な

いと思っていますが、せめて昨日までにわかっていたら延期するなどの方法もある

のですが、前回もその日になって連絡があったりということで、結局延期できませ

んでしたが、我々の任期の最後でもございますし、最後に年度末に開催する予定

でございましたので、開催させていただきました。出席いただきまして、ありがとうご

ざいます。本日はお手元にありますように、報告事項ということでございますので、

よろしくお願いいたします。我々が平成 16 年からやってまいりまして、地域協議会

では諮問に係る答申が 2回。意見書や要望書の提出が 2回。というようなことが今

日まであったような気がしております。29 年度の予算も今現在も議会中でございま

すが、27 日が最終日のようでございます。また、今日も異動の内示があるようでご

ざいますので、職員の皆様方は大変お忙しいと思いますけどよろしくお願い致しま

す。それでは事務局お願いします。 

 

（事務局）ありがとうございました。続いて支所長より挨拶申し上げます。 

 

（事務局）お世話になります。なんとか 5 人おられるので、会議が成立しました。今

日はお忙しいところお集まりいただきましてありがとうございます。今日は報告事項

等が中心でございますけど、その他のところで、報告できるようなことはできる範囲

で話をしていきたいと思っております。貴重な時間でございますので、皆様方のご

意見をいただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

（事務局）それでは議事に入りますので、会長さん進行をお願いいたします。 

 

（会長） 

本日は 

 ●欠席者 ： 潮委員、木原委員、杉島委員、田中綾委員、田中宜委員 

 ●議事録署名 ：梅津委員、小川委員 

 

それでは始めていきたいと思います。まずは報告事項の 29 年度の予算につい

てを事務局説明をお願いします。 

 

（事務局）前回の時もこの予算について少しご報告をさせていただいたところです

が、出席者が少なかったというところで、再度説明させていただきます。前回のとこ

ろで 29年度当初予算の概要を支所長の方から市全体の予算枠について簡単に

説明したところでございますが、一般会計の当初予算としまして、市全体としては
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241億 4800万円という予算額となっております。その中で資料 1をご覧ください。

こちらが美都総合支所の全体枠の予算でございます。上段のところに総括表がご

ざいますけど、左から 28年度の当初予算、真ん中が 29年度当初予算要求、右側

が比較と見ていただいたらと思います。28年度の支所全体の事業費としまして、4

億 835万円でございます。29年度全体の予算額は 5億 1673万 6千円で、今年

度 5838万 6千円の増という状況になっております。各課の予算状況につきまして

大体のところを載せておりますが、この詳細については各課より報告させていただ

きたいと思います。では、地域づくり推進課の方からお願いします。 

 

（事務局）説明させていただきます。予算につきましては市の方からシーリング枠と

いうことで支所の方もシーリングが掛かっております。その予算の範囲内ということ

でありますけど、そうはいいながらも有害鳥獣対策とか、温泉の管理とか、主要とし

てやらなければならないものについては財源を確保しながら、補助金等も若干見

直しをして、本年度の予算組をして議会にご審議をいただいているところでござい

ます。特徴的なところを申し上げますと、二川小学校跡地の活用について補正対

応ということでございます。29年度につきましては 550万くらい予算要求をして設

計業務を行うというストーリーで臨んでおります。それにかかる部分で市役所内部

で会議にも諮りながら関係部署のご意見も頂きました。昨年の当初の段階から二

川小跡地の活用については地元との話だとか具体的な管理の方法について話し

合いをするように市長の方から話がありまして、私のところで、地元の自治会なり、

地域自治組織の設立準備会にもかけながらお話をしているところでございます。そ

ういったことを受けて 28年度は整理をして、具体的な予算要求をいたしましたけれ

ど、国の交付金もまだ決定されていないということで、決定後は予算要求をすると

いうことでございます。また、一方では事業の熟度を高めるということが求められて

いますので、これについては引き続き地元と協議を進めていきたいと思っていま

す。29年度に設定いたしまして、30年度に施行というような感じで計画しているとこ

ろでございます。 

それから、自然環境整備地域自主戦略交付金事業、これは双川峡の落石防止

の工事の関係でございます。28年度で 1千万の要求をいたしまして、実は繰り越

し事業ということで、29年度に繰り越すということでございますので、事業としては

継続的に行っていますけど、予算的には 28年度の繰越金ということです。地元か

らいち早く双川峡の滝が見たいということで電話などが殺到するわけですけど、ま

だ人が入る状況にならないということで通行止めをしております。28年度の繰越し

をする実施場所は、駐車場から橋を渡って鉄の橋に行くまでの法面のところの石

をどける作業をやろうと思っています。全体総事業費 2億 5千万くらいの事業でご

ざいまして、もう少し時間がかかるということで周囲の方々にはご迷惑をかけます

が、少しご辛抱していただきたいと思っております。 

それから温泉管理費でございますが、昨年と比べて 432万 7千円の増額という

ことでございます。これにつきましては湯元館のボイラーですね。平成 3年以来平

成 13年に更新しましたが、今年度もボイラーの更新を計画しております。財源は

温泉管理事業として一般財源の使用は考えておりませんけれど、湯元館もオープ

ン以来施設の老朽化が顕著になってきておりまして、ご承知のとおり大屋根の修

繕とかをやっております。エイトの方からも大規模修繕か建て替えの希望がでてお

りまして、その辺の話を今並行してやっていますけど、ボイラーが止まるということ
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になりますと温泉自体が営業できないということになりますので、今年度のところで

ボイラーの交換を行っていきたいと思っております。あとは温泉の観光地のことで

すが、これにつきましては昨年と同様の額を予算要求しております。ちょっとまた戻

りますが、益田暮らし推進事業費として 394万 8千円の予算をしております。これ

は平成 27年から 29年までの 3か年の事業でございまして、このあと今日来ていま

す河野コーディネーターの方からこの一年間の振り返りということで、資料をお配り

していますが、29年度が最終ということで今考えておりまして、地域の情報発信そ

れから地域に具体的にＵターン、Ｉターンを呼び込む施策、地域資源を生かした交

流人口の拡大ということでの 3か年計画でやっております。活動状況を見ながら今

後の対応は十分考えていきたいと思っております。特徴的なこと。また、特にお伝

えしないといけないことについては以上だと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

あと、お手元に柚子ゼリーが置いてあります。みなさんご承知かと思いますが、

益田産柚子を使った柚子ゼリーが商品化になりました。このパッケージで 200円と

いうことでございまして、三菱食品さんが地元との関係で作りまして、以前かむかむ

柚子ジンジャーというのがあったと思いますが、ああいった形で、美都の柚子という

ことで商品化になったものでございます。今回の商品については夏場に向けたゼ

リー商品ということで、聞くところによりますと、全国で 2か所の地域と連携して商品

化したということで、一つはＪＡしまねの柚子酢。もう一つはＪＡ千葉のメロンの果汁と

いうことで、東と西といいくらいに分けてされたようで、さまざまなところがプレゼンな

どをして最終的に残ったところですので、私どもとしては喜んでおりまして、これは

全国発売の商品でございます。益田とか美都とか書いてございますので。キヌヤ

では選考発売していますが、4月24日には全国発売ということで考えてございます

ので、ぜひこれを買っていただいたらと思います。町内では道の駅サンエイト美都

で販売をしますのでよろしくお願いします。 

 

（事務局）続いて教育委員会美都分室の方でございますが、約 1億 6千 6百万 

減額をしております。分室では主に 3地区公民館の運営経費と学校給食共同調

理場の運営経費となっております。この減額につきましては美都調理場の整備事

業が終わりましたので、この部分が減額となっているところでございます。給食調

理場の方はご承知頂いておりますように 1月から稼働しておりまして、今のところ遅

れることもなく、順調に作業が進んでいる状況でございます。今年度はこの学校給

食調理場だけではなく、調理場を活用した多目的利用を考えながら進めていきた

いと思っております。その運営経費として上がっております。分室の方は以上でご

ざいます。 

 

裏面をご覧ください。こちらが住民福祉課の予算でございます。全体的には2億

2千 9百 21万 7千円の増とはなっておりますけれども、これは新年度庁舎の耐震

化工事を予定しておりますので、この部分の増となっているところでございます。全

体の中で主なところといたしまして、今申し上げました美都総合支所の耐震化工

事でございますが、こちらが起債と国の方の資金をいただきまして、2億 3千 189

万 3千円でこの庁舎の工事を予定しております。時期的には予算がとおりまして 4

月に入札しまして、5月の終わりごろから工事に入るのではないかと思っています。

終わりが 30年の 3月を予定としておりますが、その間いろいろとご迷惑をおかけす
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ると思いますが、4月に入りまして、詳細は広報等でお知らせしたいと考えておりま

す。全体的には庁舎の管理経費が多いのですが、大きいところで、高齢者福祉施

設の管理経費のところで 178万 9千円の増額となっております。こちらは町内の福

祉施設のデイサービス美寿苑、春日荘の建物が老朽化しておりまして、この中の

機器が修繕の域に来ておりますので、この修繕に値しますリース料が上がってい

るということでございます。一番下の秦佐八郎博士没後 80周年記念事業費でござ

いますが、今年度 54万というところで計上しております。こちらは平成 30年が秦博

士の没後 80年にあたりますので、この事業を開催するにあたりまして、今年度実

行委員会を設立しながらどういう風に進めていくかというところを協議を進めて行き

たいと考えているところでございます。ほかの事業につきましては例年通りと少し予

算が下がっておりますけど同じような事業で進めていくところでございます。住民福

祉課と教育委員会美都分室の方は以上でございます。 

 

（事務局）それでは建設課の方を説明いたします。29年度予算ですが、1億 2千

782万 4千円ということで、昨年と比べますと 300万円弱増額という予算を組んで

いるところでございます。特徴的なところだけ説明させていただきます。まず中間あ

たりに道路維持補修費ということで前年と比べますと 280万程減額ということなんで

すが、これにつきましては保有している除雪車が 3台ありますが、今年度 3台とも

車検をしておりますので、来年度車検がないということで、ここで 50万くらい違うと

いうことと、維持補修の方で計画的に側溝整備等をやってきているのですが、それ

は交付金事業で対応している部分であります。例年 300万程度予算化しながらや

っている事業ですが、4段下がったところに橋梁整備交付金事業というのがありま

して、これは何かといいますと、町内に架かっている橋を全部 5年のサイクルで点

検をしていくということで、これは義務付けされております。それで今年度につきま

しては 8橋を業務委託計画していますが、業務委託に出す強度点検につきまして

は橋梁点検者、橋の上から車の荷台にゴンドラがついている橋専門の車両なんで

すが、それを活用して点検しなければならないということで、ここへ先ほどの維持補

修費の側溝整備をやっていたところを下げてこちらの方を 150万ほど増額するとい

う状況でございます。それと道路維持補修費の下に道路整備交付金事業、もう一

つ下に過疎道路整備事業というのがありまして、これは道路改良などの事業費で

あります。昨年は道路整備交付金事業 1395万ということで、28年度の予算につき

ましては起債等の単独による道路改良は予算化できないということで、今町内で改

良を進めているのが、丸茂三隅線それから大峠線、八坂線の三路線は今日まで

市の単独事業ということで進めておりました。そのため、28年度は予算化ができな

かったということで、ここで交付金事業と過疎道路整備事業ということで二つが上が

っておりますけども両方とも交付金という国庫補助を利用した事業ということで、従

来の過疎債の活用そのものについては過疎道路整備事業ということで名称を挙げ

ているところであります。従いまして、ここのところで、昨年度予算がゼロのところ、も

しくは少なかったところについて増額されているというのが、300万程度増額されて

いるというのが要因でございます。それから下に下がっていきますと益田川ダムの

周辺環境整備ということで、これはひだまりパークみとの管理委託料ということで、

29年から 33年度まで 5年間引き続き指定管理で業務をお願いするということにな

ります。この辺の委託料につきましても 108万円を予算計上しております。それか

ら最後から 2番目、矢原川ダム水源対策事業交付金事業ということで、これは矢原
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川ダムの関連事業で今年度考えていますのが、飲料水と市道丸茂三隅線、この

辺がもともとダムの影響があるかないかといわれていたのを下流の 500 メートルに

ついて調査設計してルートの決定をするということで、本年度予算化するところで

あります。主なことは以上でございます。 

 

（会長）何か質問、ご意見等ありませんか。 

 

（事務局）一点だけよろしいですか。地域づくり推進課のところでふれあいホール

の維持管理経費についてですが、実はオープンして 20周年にあたりますので、 

限られた予算の範囲ではありますが、利用者のご負担をいただきながら何らかの

形で、20周年記念ということでイベントも考えておりますので、秋ごろに予定をして

おりまして、林家木久扇さんの関係を呼べればと計画しているところでございま

す。 

 

（委員）自治会交付金は変わったのですか。 

 

（事務局）全体的には変わっていません。前回少し話をさせていただいたのです

が、二川地域が 4自治会から 1自治会になったというところで、会長手当の部分だ

け減額をさせていただくこととしていますが、その他はまだ調整中ですので、変更

はないです。 

 

（委員）例えば今の話で、4自治会が機能しない話があるから 1自治会にしたら維

持できたりするからなのか。そりゃあ人口割りとか世帯割りとかでやっていたら、一

つにしてもなかなかおぼつかないし、壊滅するようになりますよね。それを会費で

補えばいいじゃないかといわれても難しいですよね。私が二川のことをいうのもな

んですが、4つが一つになった想いというのはさらに前向きにやろうという地域自治

組織との関係もあると思いますし、だから一つにしたんだと。一つにしたからといっ

て 20万も 30万も交付金が違うようじゃやっていかれないという前提がありますよ。

今後自治会長が一人になったから会長手当は一つでいいかもしれませんが、これ

以外もこれから減額していくのですか。 

 

（事務局）昨年何回か話をさせていただいていますが、これから調整に入るところ

です。なかなか皆さん全員が納得いただけるような調整にはならないかもしれませ

んが、今年度のところで今後の方向性を見出したいと考えていますので、よろしく

お願いします。 

 

（会長）いずれにしても合併調整が残っていますので、今から新しい制度を考えよ

うというところなので、そのところで、今できるだけ意見をいただかないと。 

 

（事務局）自治会交付金は旧益田は補助金で美都は交付金なので、なぜ一つに

ならなかったのかというと単なる面積と世帯割りだけの補助金なので、やはり美都

地域にはそぐわないということで美都は歴史的に交付金の制度がありましたので

最初から一緒にはできないということで、新たな制度を作るということで折り合った

のですから、それはやっていかないといけないんじゃないかと思います。まあ、土
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佐さんが言われたように思っていますので。ただ、一長一短があるし、どれがいい

のかというのが難しい。それは益田で考えれば人口と世帯割りで考えるのが一番

良いですがね。ただ、益田の人口も千人とか 500人とか区切りがあってその境目

にあるところは一人二人基準に足りないからといって額が変わるのはどうかとも思

いますし。交付金の在り方は考えないといけないと思っていますが、最終的には情

勢的には美都の言うことにはならないということはご理解いただかないといけないと

いう風に思います。 

 

（委員）少ない立場で意見を言わずにいたら・・・多いところは意見なんか言いもし

ない。 

 

（事務局）広兼委員が言われたようになんでこんなことをするのかというのが議会を

含めた大勢の意見でございまして、時間を置けば置くほど美都が不利になるという

状況もあるということで、これ以上おいてはおかれないという状況にあるということで

す。自治会交付金のことについてはそういった状況です。こちらの予算を見ていた

だいたらわかりますように先ほど松崎課長が言いましたように道路の維持管理費を

落として別の事業に回したということですが、市の全体の予算総額が決まっていま

すので、各々の部単位で配分してきますので、どこかを増やすならどこかを減らさ

ないとできないということが出てくる。なおかつ 10年来シーリングということで事務

的経費は除きますが、他の一般財源で自由に使えるというところは全部マイナスに

なってきていると。議会の答弁ではこういう言い方はしないですが、実際にはシーリ

ング枠に収めるために無理して予算を削減していっているというのが現状でして、

新年度でしたら、庁舎の清掃ですとか窓口においていた新聞とか全部なくなりま

すし、等々そういったところまで切り詰めないといけなくなったと。美都支所の場合

は事業が少ないですから事業が多いところは調整枠がいくらかありますが美都支

所はその調整が厳しいというのが現状でございます。 

それと、学校給食のことがありましたが、こないだも暖暖サロンということで、地域

の方に給食を試食していただきながら食事と健康づくりということを取り組みしても

らったりしているのですが、そういうふうに学校給食の場所を使いながら地域の方

でも健康づくり食育を合わせて地産地消を進めていく。まあ、量的には少ないの

で、小さいところから進めていくので大きな経済的な効果が出るわけじゃないので

すが、そういったことを積み重ねていかないとなかなか動きが出せないというところ

がありますので、地域や自治会、事業所などでもこういったのがあれば対応できる

ときには検討したいと思っています。せっかく総合支所があって、地域協議会があ

りますので、地域の方の期待に応えられるようになっていかないといけないのです

が、予算につきましてはご覧になっていただいたとおりでございます。予算が膨ら

んでいるように見えるのは庁舎の耐震化工事のためで、その他は前年と比べると

やはり縮減になっている状況です。新年度早々元気になる話になればいいので

すが、申し訳ないです。 

 

（委員）双川峡工事の件ですが、取り掛かりがずいぶん遅いような気がするんです

が、それでも駐車場から橋を渡って法の部分を今年進められるわけですよね。そこ

が唯一の美都の観光地でもないですけど全体が仕上がって観光できるのはいつ

頃ですか。 
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（事務局）大体 2億 5千万くらいの予算を組んで財源は国の交付金と合併特例債

を使っているんです。一般財源はそれほど使わないような予算付けをしてい 

ますが、起債の制限とかがあって、今全体の 1億くらいしか通していないんです。

予算規模でいえば大体半分くらい。もともとは平成 30年には終わるということだっ

たのですが、財源の確保が非常に難しいというのもあって、もう少し後回しになるの

ではないかと思っています。今年やるのは駐車場から花壇みたいなところの法面

をやるということで、あそこが通れるようになればそこから橋を渡ってその辺までは

部分開放ができるし、秋の行楽シーズンだけ解放とかの季節的なこととか考えない

といけないかなあとは思っていますが、いずれにしても現地は足場も悪い状態で

すので。もしやれば 5千万とか大きな額をつけないといけません。1千万くらいの小

さい工事をやっているようではなかなからちがあかないというところです。 

 

（会長）それでは予算については以上で終わります。次に支所の在り方について 

 

（事務局）今回資料 2の方で昨年の 12月と今年の 2月に支所のあり方というところ

で、皆様にご意見をいただいたところです。その中でいただいたご意見を今回出

させていただきました。前回も 5人で少なかったところもありますので、皆さんにお

示し、今後この在り方については協議をしていかなければならないと思っています

ので、参考ということで見ていただいたらと思います。今日のところで、支所のあり

方についてご意見がありましたらお聞きをしたいと思っておりますけど今後の協議

の材料として確認いただきたいと思います。 

 

（会長）この件について 2回話を出していただいていると思いますが、また、改めて

協議をしてくということになろうかと思いますので、参考にしていただきたいと思いま

す。 

 

（事務局）前回のところで支所長より少し話があったかと思いますが、行政サイドと

して地域の特色を活かして、こういうような形で進めていくということもお示ししなが

ら協議をしていかないといけないかなと思っていますので、ご意見を参考にしなが

ら何らかのお示しをしながら 29年度中に協議をさせていただきたいと思っておりま

す。 

 

（会長）いずれにしても皆さんからの意見は市としてどうしたいんだということで出し

てほしいということもありましたので、そういうこともいずれ協議されると思いますの

で、お願いしたいと思います。 

それでは次の各課の報告事項に入りたいと思います。地域づくり推進課お願い

します。 

 

（事務局）資料３地域づくりコーディネーター活動報告を河野コーディネーターに

やっていただこうと思います。河野君につきましては昨年滝川コーディネーター 

に代わってということになりますが先ほど予算のことを言いましたが、平成 29年度

が最終年度ということになっています。このコーディネーターにつきましては本庁で

は人口拡大課に一人。今地域づくり推進課に一人。匹見の地域づくり推進課に一
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人ということで、旧三地区に各々1名ずつ配置をしています。各三地区とも特色を

もった活動をやっておりまして、今日は 1年の活動報告ということでお時間をいた

だいて発表しますので、よろしくお願いします。それでは河野君お願いします。 

 

（コーディネーター）それでは平成 28年度の年間事業報告と活動報告をさせてい

ただきます。まず 3ページ目ですが年間を通じて取り組んだ事業ということで、情

報発信、交流人口の拡大、定住対策、特産品等の班の拡大、集落対策、地域資

源の確立をさせていただきました。 

次のページをご覧ください。まず、情報発信ですが、SNSソーシャルネットワーキ

ングサービスを活用した情報発信を行いました。これはフェイスブックを利用して、

みとっこ暮らしとして情報発信しています。主な情報発信ということですが、これは

美都町の地域で起こったことと地区外で起こったイベントなども発信しています。ま

た、美都町の地域資源、さくらや柚子、美都温泉、石見神楽などのイベントや行事

を発信しています。また、美都町の地域や団体で活動されているおたふくさんとか

李原さんとかは広島の島根フェアとかでも出店されていますので、そちらの方も情

報発信しました。平成 28年の 4月 1日から 3月 24日現在まで、計 154回発信し

ました。 

続いてマスメディアへの美都町の情報発信ということで、こちらは FM ラジオとテ

レビを通しての美都町に関する情報発信をお手伝いさせていただきました。下の

写真は実際に FM山陰ラジオに出演しまして、その時はちょうどいちごボランティア

の時期と重なっていましたので、いちごボランティアの宣伝とその時の美都の旬な

情報ベスト 3 ということで、紹介をさせていただきました。隣にあるのが、ひとまろビ

ジョンの西本あつこ先生の地産地消番組「ますますおいしい」こちらにゲストとして

出演しまして、柚子の商品を使った料理の紹介ということで試食と紹介をしました。

これ以外は丸茂のほんもろこ。所さんの目がテンと木久扇師匠の別荘が紹介され

たのがありますが、そちらにも取材に同行して SNSを使って情報発信をしました。    

続きまして、交流人口の拡大ということですが、こちらは美都町と都市間の交流

事業のお手伝いをさせていただきました。毎年行っているいちごボランティアと柚

子収穫ボランティアホリデーのパンフレット作成から当日までの受け入れの準備等

をさせていただきました。今回いちごボランティアに関しては、参加者が 6名。大阪

から 2名、広島から 4名の方が参加されました。柚子収穫ボランティアホリデーに

つきましては大阪から 1名、広島から 3名の方が参加されました。真ん中の写真で

すが、これは前任の滝川さんが 東京から学生団体、適当塾さんが丸茂に来られ

まして、丸茂の営農組合さんと一緒に稲作体験されました。5月と 10月に来られた

時の受け入れ支援をさせていただきました。 

続きまして、下の美都町の魅力と再発見と新規交流事業の支援ということです

が、こちらは島根いなかツーリズムと石見という、江津を拠点としています石見の力

という地域の体験プログラムを集めたものを出している団体さんがあるんですが、こ

ちらに美都町でできる地域プログラムということで下のプログラムを提供しました。

左側の島根いなかツーリズム親子キャンペーン 2017.これは先週の 3月 18日に二

川の地区振興センターの方で蓬の会さんにお手伝いいただきまして、蓬のおやき

作りを行いました。こちらは参加者が 6名で津和野から 4名、金城町から 2名の方

が親子で参加されました。今週 26日に東仙道と都茂地区で都茂鉱山を散歩する

というプログラムがあるんですけど、今のところ参加者がいらっしゃらないので、どう
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なるかわからない状況です。隣にあるのが石見という地域プログラムですが、こちら

では都茂鉱山と城山桜周辺の歴史散策ということで、都茂地区直進会の久保さん

にお願いしまして、約 10名の方が参加されました。 

続いて次のページをご覧ください。こちらは美都町内での地域の情報を集める

ということでイベントを開催しました。それは定期的に実施したのですが、29日の肉

の日ということにかけてまず最初にバーベキューを去年の 5月に開催しました。こ

の時は都茂地区で実施したのですが、この時は都茂地区と東仙道、二川からも参

加いただきまして、約 30名の方に参加していただきました。今まで全 4回行いまし

たが、第 2回が 8月 5日に東仙道で同じことをしまして、こちらも約 30名の方が参

加しました。続いて 10月 29日に実施しまして、20名の参加。第 4回が 1月 29日

にふれあいホールの方で、その時は企画を変えてみようということで、体を動かす

こととご飯を食べて地域の方との交流を深めようということで、神経衰弱と鍋の会と

いうことでさせていただきました。こちらはひとまろビジョンさんと山陰中央新報さん

がこられまして、取材を受けて新聞にも取り上げていただきました。地域の方が交

流する場ということで企画をしたんですが、若い世代も来られますので、今後も継

続して行いたいと思います。 

続きまして、第３の定住対策につきまして、こちらは県外の UI ターンフェアに実

際に参加してきました。去年の 9月 10日に広島であった島根UIターンフェアには

UI ターンの先輩という形で参加させていただきました。当日益田への相談者は 12

名いらっしゃいまして、実際に益田の出身者であるとか、全く別の出身者で益田で

の農業就農希望者であったり友達が住んでいるからという方もいろいろと相談を受

けました。今、益田市に対する定住の割合ですが、I ターンより U ターンの方が多

いみたいで、今年の 1月、2月に東京の UI ターンフェアの方で開催されたのです

が、こちらでは 20代から 30代の若い方が U ターンを希望しているという話があっ

たので、今後もフェアの方で美都町の紹介を行っていきたいと思っています。 

続きまして、定住対策の体験のための施設として美都町での暮らしを体験でき

る場所として体験プログラムを事業として行いました。左側にあります民泊と体験プ

ログラム説明会というのを 9月に実施予定でしたが、なかなか参加者が集まらず説

明会自体は催行しませんでした。しかし、2名ほどこちらに興味を持っていただい

た方がおられまして、内 1名の方は実際に定住に関わるふるさと島根定住財団の

担当者の方と一緒にお宅に訪問して、徐々に民泊とかをやってみようかなというこ

とで今お話を聞いているところです。 

隣にあるのが、空き家バンクですが、美都町の空き家バンク登録件数というの

が、実際に 6件ありまして、去年も何件か空き家バンクに登録された家に入られて

います。この空き家を使って何か事業ができないかなと思索しておりまして、美都

町のお試し住宅といったような定住の希望者が入れる家というのが少ないように思

いまして、これは益田市内と匹見町ではこのお試し住宅というのがあるんですけ

ど、美都町にはないということで、もし空き家を利用できてその方たちが 1週間なり

1か月なり生活できるというものを今検討しているところです。これは来年度引き続

き進めていきます。 

続きまして、特産品等の販路の拡大についてですが、こちらは美都町の特産品

を都心部への紹介と実際に自分も都市へ行って商品の販売支援活動を行いまし

た。左側の写真ですが、これは大阪のABCラジオの柴田ひろしのほたる町旅行者

ということで、去年実際に大阪に住んでいた時の知り合いにお願いをしまして、城
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山桜まつりを紹介しました。その中の視聴者プレゼントということで、10名の方にゆ

ずっこを提供しました。 

次に隣にありますのが、益田市と姉妹都市の大阪高槻市に行きまして、姉妹都

市交流事業に参加をしました。この時は天気も非常に良かったので、来客数も多く

かなり売れました。次のページをご覧ください。集落対策ということで、各地区の振

興センターに行事またはイベントの投稿支援をさせていただきました。こちらは都

茂地区、仙道地区、二川地区で運動会のお手伝いとか子供たちの通学合宿の手

伝いなどをさせていただきました。その他には文化祭の支援もさせていただきまし

た。 

続いて 6の地域資源の発掘と利用ということですけど、こちらは美都町に既存す

る観光や伝統文化の継承の支援ということで、石見神楽の伝統文化の支援を行い

ました。美都町には子供神楽も含めて 4つありますので、そちらも SNSで宣伝活動

を行い、今どこの社中さんも言われるのが、団員が少なくて困っているということで

したので、美都町内含め外からの団員も募集しております。隣の写真ですけど、こ

ちらは都茂地区振興センターで行われた神楽面作りの様子です。こちらは神楽面

をつくるのと神楽鑑賞をセットにした体験プログラムというのをやってみたいという

のがありまして、自分が実際に神楽面を作るのと教えていただくというので、今進

めております。 

続きまして、地域資源の発掘と利用ですが、こちらは美都町の柚子畑の再生支

援をしました。高齢化が進んで柚子畑に入らなくなったということだったので、畑の

草刈りから収穫までの作業を行いました。こちらは定住者や移住者のための今後

の地域体験ということで、こちらも引き続きやっていければと思っています。今年も

柚子収穫ボランティアを行ったのですが、収穫だけのシーズンだけではなくて、四

季を通しての体験ということで、できないか検討していきたいと思います。 

７番のその他のところですが、こちらは自分の知識をつけたいということで、勉強

会に参加しました。島根県はグリーンツーリズムといって地域の資源を使った体験

というのを進めているところなので、実際に島根県内でも地域がどのような活動をし

ているかということを勉強しました。一番最後のページですが、行政と地域団体と

の連携ということで自分が所属している地域づくり推進課や地域団体、企業さんと

連携をとりながらイベントなどの活動を行いました。去年のいちご祭りは４００名ほど

の参加者がおられまして今年も４月にどれくらいの人が来られるのかなと思ってい

ます。これ以外にはほたる祭りやいなかライドの手伝いの方も行わせていただきま

した。一年を通してということですけど、実際に美都町という地域を好きじゃないと

自分の立場ではできないなというのが正直なところで、自分から見た視点、人から

見た視点をいろんなところで発信できたらいいなと思ったところです。来年度に向

けて地域体験プログラムを増やして、移住者の定住に向けての取り組みにできた

らと思っています。貴重なお時間をいただきました。ありがとうございました。 

 

（会長）ありがとうございました。皆さんの方からご質問等ありませんか。 

 

（委員）すみません。年間いろいろ活動されてお疲れ様です。美都町のいいとこ

ろ、悪いところ、をお聞かせください。 

 

（コーディネーター）僕は自分が育った町というのもありますけど、僕はＵターンで
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帰ってきて、皆さんいろいろと声をかけてくださるというか、気をつかってくださると

いうのがすごく伝わっています。それは都会ではないことで、本当に隣に住んでい

る人の名前すら当時は知らなかったですし、仕事や友達以外で人と関わることが

少なかったですが、今は地域の方と関わることが多くて、すごく楽しいなと思ってい

ます。悪いところは若い人が地域に信頼を持っていない。若い人は好き嫌いがあ

るのかなと思います。興味があることには顔を出すけどそれ以外は関わらない。も

しくは人と協力するというのがあまり好きではないのかなあ。それができれば上の

方を見て若い人は育っているので、いろいろ物事を吸収できると思うので、そういう

機会も増やしていければと思います。以上です。 

 

（会長）ＵＩターンはＵターンが増えているのかね。Ｕターンといっても親のところに

帰るのではなく美都町へ帰るのが多いのかな。 

 

（コーディネーター）結婚されている方であれば自分で家を建てたりされるんです

が、２０～３０代の独身の方が結構多いですね。その代り仕事ではスキルを持った

方が多くて、また、益田に帰って自分で事業を起こしてみたり、そういう考えの方も

いらっしゃるようです。いま、Ｉターンの方が江津市で起業するためにどういうことを

この町でしたいかというビジネスコンテストを毎年江津市が行うんですけど、そこは

市と県が連携して、実際に起業するとなれば資金も必要になりますし、金融機関か

ら融資しやすいように取り組まれているところもあります。今江津市はＩターンＵター

ンの一番面白い街になっているのかなあと自分は思っています。 

 

（会長）Ｕターンの方の動機というのは・・年取ったから帰るとか自分の仕事のきりが

ついたからとか、地元の内部企業に就職するとかですか。 

 

（コーディネーター）そうですね、割と都会暮らしに疲れたというか別に都会じゃなく

ても仕事はできるんじゃないかという方が結構増えているようで、自分の地元町づ

くりをしたいという方が増えているのかなと思います。 

 

（事務局）河野君には１年の活動を通じて手間をかけるだけじゃなく自分で仕掛け

る、考えることが大事だと話しています。そういった意味では地域に溶け込んでい

ろいろなことをやってほしいという思いですので、また皆さんご支援の方よろしくお

願いします。 

 

（会長）引き続き頑張ってください。  それでは、その他ですが。  

 

（事務局）全体を通して皆さん何かありますでしょうか。 

 

（事務局）さっきコーディネーターの河野君の話を聞いたのですけど、今までの委

員さんのご意見を伺ってもこういった現状の中でもう少し支所としての考え方をもっ

と打ち出して、何を目標にしてやるのかということを作っていかないとなかなか変わ

らないということを要望受けていると思います。今、こちらの方で考えておりますの

もこれまで地域協議会からの提言書等も頂いているんですが、従来なら一次産業

なら一次産業、商工なら商工という感じで単独事業なんかでも予算配分もあったり
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して、色々な事業ができていたのですが、今の現状の中では単独事業ではなかな

か予算の獲得が難しい。やっていこうと思うと美都地域にある柚子とか温泉とかひ

だまりとか、地域に残っている文化とかをうまく組み合わせて、トータルな事業を組

み立てして、そういった中で国の支援事業など財源を確保していきながら、一つは

産業づくりですね。やはり定住の根底は産業ということになりますので、仕事を作る

イコール産業を作っていくこと。もう一つは今のコーディネーターが言われましたよ

うに資源を活かしながら地域の体験、地域の方々と作っていきながら美都地域の

価値をあげていくという両面が必要になってきていると思います。優先順位を決め

ながら集中してやっていって次の動きが出てくるような形にしていかれないかという

ふうには思っています。今の話は非常に抽象的な話ですので、それを具体的に何

と何の事業を組み合わせてという格好で、事業計画を作って提示していければい

いなと思っています。そういったものに対しまして、地域協議会の委員の皆様には

色々ご意見をいただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

それから、もう一点。冒頭に会長さんからもございましたけども、地域協議会の委

員の皆様の任期が３月３１日でございます。再任していただけるというお方と、田中

宜様の方は退任したいということでございましたので、そちらは後任の方の人選を

行っているという状況でございます。辞令については次回の地域協議会でお渡し

させていただこうと思っていますので、よろしくお願いいたします。２年間ということ

でございましたが、大変ありがとうございました。引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 

（事務局）先ほどの予算のところでお話しなければならなかったのですが、来年度

の地域協議会は年４回を予定しています。４回ですので、なるべく市長においでい

ただいて皆さんとの協議なり意見交換をしていただいたらと考えております。 

次回は５月上旬を予定しております。皆さん２年前のことを覚えていただいている

かと思いますが、最初に会長の選任というところで、前回は選挙をしていただきま

した。立候補があれば受け付けますけどなければ選挙をさせていただきたいと思

います。そのあと２時頃に市長より新年度の施政方針を説明いただいて、意見交

換をしたらと思っていますのでよろしくお願いいたします。 

 

（支所長 退職のあいさつ） 

 

（会長）それでは皆様方には大変お忙しいところありがとうございました。引き続い

てということでございますので、どうかよろしくお願いいたします。前回も申し上げま

したが、加藤支所長さんには大変お疲れさまでございました。退職でございますの

で、どうか健康に気を付けて立場を変えてお手伝いいただきたいと思います。どう

もありがとうございました。 

以上で本日の協議会を終わります。 

 

 

― 午後 3 時 25 分終了 ― 
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